



















































































OEDは現在は第二版 (1989年)であり,これまで初版 (1933年),旧補遺 (1933年),新補遺
(1986年)が発行されている。では,OED諸版の特質及び完成されるまでのいきさつを,主に,1そ
れぞれの版に付された序文をもとに,考えてみたい。
























































するために,「初期英語テキスト協会」(Early EnJish Text Society)を1864年に, そして中英語

















































































両者を,「連続した,継ぎ目のないテキスト」(`a continuous seamless texど)として融合したこと
になっている。これは全面改定ではないが,「ЭEDの全面改定は長期間にわたつて設定された目標
である。中0この新しい版は,その目標に向かう,最初の,そしてほぼ確かに,最も根気強い歩み
を意味している」 (The full revねbn and updating of the Dicdonary¨.must be regarded as a





ド・ワイナー (Edmund Weiner)は,世界中で読まれている週刊文芸誌 TLS誌上で (1993年11月
5日),「OED第二版に収録されている語及び語義の年代,語義の分類等を変更する可能性のある,
文献として残っている資料」(`any textuЛ matenal that is l?ely to modify the dating and status
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また,第三版の編集主幹 (general editor)であるY.L.ウオーバ トン (Y.L.Warburton)は,
筆者への私信 (1993年12月6日付け)のなかで,
We are currently engaged in revising the Dictionary,  and will be adding many more
antedatings as part of this process,  We hope to improve in particular the Dictionary's
coverage of Early Modern English, and Shakespeare's position wili doubtless move again in
the game of statistics,
私たちは現在「辞書」の改訂の作業に取り組んでいますので,その過程でより 多くの先行例
をつけ加えることになるでしょう。私たちは,特に,第二版に収録された初期近代英語の用例
を改善することを希望しています。そうなれば,統計上のシェイクスピアの位置は長いもなく
変わることになるでしょう。
と,書いている。第三版では,確かに,シェイクスピアの新語,新語義は変化し,私のリス トに
あるシェイクスピアの新語,新語義の初出の用例も,単なる初期用例の一つにすぎなくなる可能性
はあるだろう。
しかし,その改訂に要する年月は,初版の第一分冊が出版されて,最後の分冊が出版されるまで
45年,初版の完成から第二版の出版までの年月が56年ということを考えれば,いかにコンピュータ
ー化されているとはいえ, 5年や6年という短期間ではなかろう。またその改訂の先にも,また改
訂が待つているはずである。
それを考えると,私の「シェイクスピアの新語,新語義のリスト」は,「現在の時点では」 とい
う留保条件がついてはいるが,客観的資料に十分なりうる, と思われる。
したがって,「新語であるらしい」ということではなく,すべてこのような手続きに従って作成
された「シェイクスピアの新語,新語義のリスト」に基づいたものであるということが,私のシェ
イクスピアの新語,新語義論の一つの特色であろう。
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